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資  料
1.研修医の受入実績等の推移及び募集定員の試算
2.医学部における地元出身者と研修医受入実績の状況
3.都道府県別内定者の出身大学所在地について
4.大学病院からの医師派遣等の状況 (都道府県別 )
5.募集定員の設定方法に関する都道府県の意見
6.平成 24年度以降の臨床研修における対応について (案 )

参考資料

1.募集定員に関する試算について (前回資料 )
2.大学病院からの医師派遣等について (前回資料 )
3.平成 23年度予算案の概要 (厚生労働省医政局 )
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人 研修医の受入実績等の推移及び募集定員の試算(6都府県) l資料1 l
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人 研修医の受入実績等の推移及び募集定員の推移(地方〔6都府県以外〕)
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人 研修医の受入実績等の推移及び募集定員の試算(全体)
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人 研修医の受入実績等の推移及び募集定員の試算(6都府県)
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人 研修医の受入実績等の推移及び募集定員の推移(地方〔6都府県以外〕)
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人 研修医の受入実績等の推移及び募集定員の試算(全体)
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｢.廟 2 1

医学 部 に お け る地 元 出 身者 と研 修 医 受 入 英 紙 の 状 況

(1)医学部における地元出身者の入学状況

都道府県 H16医学部入学者 H22医学部入学者入学者数 地元出身入学者 地元出身率 入学者数 地元出身入学者 地元出身率

① @ ③-②/(む ① @ ③=②/①

1北海道 人286 人157 54.9% 人329 人216 65,7%
2青森県 82 23 28.0% 105 45 42.9%
3岩手県 80 19 23.8% 120 27 22.5%
4宮城県 101 13 ー2.9% 122 丁9 15.6%
5秋田県 95 23 24.2% 117 31 26.5%
6山形県 100 24 24.0% 125 21 16.8%
7福島県 80 31 38.8% 105 44 41.9%
8茨城県 95 16 16.8% 106 12 ll.3%
9栃木県 100 12 12.0% 114 26 22.8%
10群馬県 85 26 30.6% 102 29 28.4%
ll埼玉県 101 14 ･13.9% 119 24 20.2%
12千葉県 95 18 18.9% 111 28 25.2%
13東京都 1.287 549 42.7% 1,437 708 49.3%
14神奈川県 350 89 25.4% 397 95 23.9%
15新潟県 95 31 32.6% 120 34 28.3%
16富山県 90 14 15.6% 106 39 36.8%
17石川県 191 25 13.1% 217 56 25.8%
18福井県 95 ･30 31,6% 110 28 25.5%
19山梨県 100 13 13.0% 125 29 23.2%
20長野県 95 ll ll.6% 113 26 23.0%
21岐阜県 80 ー8 22.5% ー07 33 30.8%
22静岡県 97 36 37.1% 115 49 42.6%
23愛知県 378 203 53.7% 419 242 57.8%
24三重県 102 39 38.2% 127 67 52.8%
25滋賀県 90 13 14.4% 98 15 15.3%
26京都府 203 53 26.1% 216 55 25.5%
27大阪庶 474 161 34.0% 532 179 33.6%
28兵庫県 195 59 30.3% 214 69 32.2%
29奈良県 95 15 15.8% 113 45 39.8%
30和歌山県 60 13 21.7% 100 42 42.0%
31鳥取県 76 10 13.2% 98 27 27.6%
32島根県 85 9 10.6% 100 28 28.0%
33岡山県 199 67 33.7% 228 57 25.0%
34広島県 100 43 43.0% 117 61 52.1%
35山口県 85 23 27.1% 104 31 ･29.8%
36徳島県 95 32 33.7% 112 35 31.3%
37香川県 90 15 16.7% 107 25 23.4%
38愛媛県 90 30 33.3% 107 45 42.1%
39高知県 90 15 16.7% 107 36 33.6%
40福岡県 400 139 34.8% 440 141 32.0%
41佐賀県 95 20 21.一% 106 21 19.8%
42長崎県 95 30 31.6% 115 38 33.0%
43熊本県 102 42 41.2% 116 45 .38.8%
44大分県 85 21 24.7% 100 31 31.0%
45宮崎県 100 9 9.0% 110 34 30.9%
46鹿児島県 87 44 50.6% 107 76 71.0%
47沖縄県 95 34 35.8% 107 67 62.6%

※1 文部科学省医学教育課調べ

※2 地元出身者とは､医学部の所在する都道府県内の高校出身者をいうO編入学者は含まない｡
※3 自治医科大学･防衛医科大学校を除く｡



(2)医学部における医師国家試験合格者と研修医受入実績の状況

都道府県 H22医師国家試験 研修医 差引.
合格者(H223発表) 受入実績(H224現在)
の (勤 (勤-の .

1 北海道 人 - 人 人283 258 △ 25
2 青森 96 63 △.33
3 岩手 72 66 △ 6
4 宮城 '103 111 8
5 秋田 ■ 100 59 △41
6 山形 97 75 △ 22
7 `福島 80 70 △ 10
8 茨城 90 96 6
9 栃木 109 104 △ 5
10 群馬 97 71 △26
ll 埼玉 103 171 68
12 千葉 93 267 174
13 東京 11289 1,275 △ 14
14 神奈川■ 355 560 205
15 新潟 96 84 △ 12
16 富山 96 54 △42
17 石川 193 97 △ 96
18 福井 100 66 △34
19 山梨 103 42 △ 61
20 長野 84 114 30
21 岐阜 75 105 30
22 静岡 98 158 60
23 愛知 385 491 106
24 三重 100 80 △ 20
25 滋賀 103 65 △ 38
26 京都 191 245 54
27 大阪 466 575 109
28 兵庫 196 303 107
29 奈良 98 77 △ 21
30 和歌山 50 66 16
31 鳥取 70 21 △ 49
32 島根 84 28 △ 56
33 岡山 188 136 △ 52
34 広島 101 138 37
35 山口 91 74 △ 17
36 徳島 100 48 △52
37 香川 105 57 △48
38 愛媛 88 50 △38
39 高知 90 38 △52
40 福岡 383 398 15
41 佐賀 91 47 △44
42 長崎 103 75 △28
43 熊本 83 90 7
44 大分 94 54 △40
45 宮崎 96 34 △ 62
46 鹿児島 98 71 △ 27
47 沖縄 92 119 27
認定及び予備試験 19

※2 自治医科大学･防衛医科大学校を除く｡
※3 国家試験合格者数の合計と研修医受入実練の合計との差(31人)は､留学等が考えられる｡



（平成23年度の研修医の内定状況）
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北海道 63 429 257 187 70 190 23 22 5 1 5 11 0

青森県 13 130 69 45 24 1 51 6 0 3 3 5 0
岩手県 12 119 70 43 27 1 59 9 0 0 0 1 0
宮城県 18 152 110 69 41 1 65 20 12 5 5 2 0
秋田県 14 122 51 37 14 0 47 2 0 1 0 0 1
山形県 11 122 66 44 22 0 54 6 4 0 0 2 0
福島県 16 149 78 58 20 0 60 16 1 0 0 1 0

小   計 84 794 444 296 148 3 336 59 17 9 8 11 1
茨城県 20 185 114 74 40 1 14 82 7 4 3 3 0
栃木県 11 180 115 68 47 1 11 70 12 1 13 7 0
群馬県 16 122 92 64 28 1 6 70 3 4 3 5 0
埼玉県 34 380 223 147 76 2 16 174 7 4 7 11 2
千葉県 37 388 292 214 78 11 15 204 21 6 10 22 3
東京都 93 1,516 1,409 852 557 26 50 1,062 87 45 52 82 5
神奈川県 62 687 579 388 191 22 32 418 27 12 28 38 2
新潟県 17 184 88 55 33 1 9 66 5 2 3 2 0
山梨県 6 87 36 26 10 0 2 31 1 0 1 1 0
長野県 25 157 112 75 37 4 10 73 12 5 3 5 0

小   計 321 3,886 3,060 1,963 1,097 69 165 2,250 182 83 123 176 12
富山県 13 102 46 35 11 0 1 8 36 1 0 0 0
石川県 12 165 106 83 23 1 1 4 83 7 7 3 0
岐阜県 22 143 108 75 33 0 3 10 79 10 1 5 0
静岡県 27 237 158 123 35 6 11 55 71 6 2 7 0
愛知県 55 578 489 345 144 9 5 48 343 37 21 25 1
三重県 18 129 93 77 16 0 0 7 68 8 7 3 0

小   計 147 1,354 1,000 738 262 16 21 132 680 69 38 43 1
福井県 7 98 57 39 18 1 1 4 4 42 3 2 0
滋賀県 12 106 75 52 23 0 0 2 8 60 4 1 0
京都府 22 291 265 183 82 2 5 20 15 178 27 18 0
大阪府 72 685 624 413 211 4 7 25 39 449 71 25 4
兵庫県 51 387 343 234 109 5 4 12 22 194 82 23 1
奈良県 9 101 76 52 24 0 0 3 4 66 1 2 0
和歌山県 8 98 84 61 23 0 1 7 5 54 13 2 2

小   計 181 1,766 1,524 1,034 490 12 18 73 97 1,043 201 73 7
鳥取県 7 69 44 32 12 0 0 2 3 0 38 1 0
島根県 8 96 45 28 17 0 1 2 0 0 40 2 0
岡山県 15 210 187 134 53 3 1 10 3 21 136 13 0
広島県 26 187 153 104 49 0 1 6 5 5 123 13 0
山口県 14 117 85 58 27 0 0 2 2 2 64 15 0
徳島県 8 94 55 36 19 1 2 2 1 4 43 2 0
香川県 11 103 52 33 19 1 0 1 1 2 46 1 0
愛媛県 15 113 79 56 23 0 1 3 0 2 66 7 0
高知県 8 94 50 41 9 1 0 2 1 1 44 1 0

小   計 112 1,083 750 522 228 6 6 30 16 37 600 55 0
福岡県 44 514 438 308 130 2 2 20 17 9 36 350 2
佐賀県 5 84 38 23 15 0 0 2 0 0 1 35 0
長崎県 16 153 89 61 28 0 1 3 2 0 6 77 0
熊本県 10 120 98 73 25 0 1 3 3 2 7 82 0
大分県 12 108 65 42 23 0 0 0 1 0 3 61 0
宮崎県 6 75 30 17 13 0 1 0 1 0 6 22 0
鹿児島県 13 165 73 50 23 1 2 7 1 0 7 55 0
沖縄県 15 161 132 91 41 3 4 23 4 11 8 79 0

小   計 121 1,380 963 665 298 6 11 58 29 22 74 761 2
合   計 1,029 10,692 7,998 5,405 2,593 302 580 2,624 1,026 1,264 1,049 1,130 23

※　本資料は、医師臨床研修マッチング協議会から提供された、平成22年度マッチングに関する資料をもとに作成。
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資料４
大学病院からの医師派遣等の状況（都道府県別）

（単位：人）

北海道 365 361 4 16 12
青森県 65 51 14 11 △ 3
岩手県 52 41 11 9 △ 2
宮城県 68 43 25 8 △ 17
秋田県 77 71 6 19 13
山形県 65 64 1 12 11
福島県 60 60 0 22 22
茨城県 65 47 18 33 15
栃木県 62 47 15 31 16
群馬県 0 0 0 14 14
埼玉県 25 15 10 156 146
千葉県 94 73 21 87 66
東京都 963 459 504 104 △ 400

神奈川県 319 245 74 171 97
新潟県 161 151 10 27 17
富山県 88 60 28 24 △ 4
石川県 65 36 29 3 △ 26
福井県 61 54 7 8 1
山梨県 68 38 30 14 △ 16
長野県 118 104 14 24 10
岐阜県 127 103 24 17 △ 7
静岡県 65 65 0 79 79
愛知県 177 159 18 21 3
三重県 65 64 1 8 7
滋賀県 86 57 29 30 1
京都府 259 196 63 40 △ 23
大阪府 677 582 95 104 9
兵庫県 100 83 17 76 59
奈良県 108 75 33 9 △ 24

和歌山県 65 53 12 8 △ 4
鳥取県 23 12 11 4 △ 7
島根県 33 31 2 6 4
岡山県 238 99 139 12 △ 127
広島県 79 70 9 71 62
山口県 65 65 0 18 18
徳島県 128 57 71 1 △ 70
香川県 35 22 13 47 34
愛媛県 112 99 13 38 25
高知県 27 27 0 31 31
福岡県 416 319 97 33 △ 64
佐賀県 66 47 19 21 2
長崎県 97 78 19 16 △ 3
熊本県 91 75 16 11 △ 5
大分県 60 57 3 25 22
宮崎県 62 52 10 22 12

鹿児島県 67 57 10 12 2
沖縄県 109 96 13 5 △ 8
合   計 6,278 4,720 1,558 1,558 0

※２　本表は、大学病院が行っている医師派遣等のうち、一定の要件を満たし、かつ届出のあった医
       師派遣等を まとめたものであり、大学病院による医師派遣等の全てをまとめたものではない。

派遣総数 県外より受入② 差引(=②-①）県内へ派遣 県外へ派遣①

※１　平成２３年度の臨床研修に関して各病院の募集定員の算定に用いた「医師派遣加算の算出基
　　　 礎資料」をまとめたもの



募集定員の設定方法に関する都道府県の意見

都道府県 都道府県ごとに募集定員の上限を設定することについて 募 集 定員にBElする当面の取扱い

病院の募集定員は､前年度の内定者 都道府県の募集定員の上限の値は､各都
(マッチ者)の実績を勘案して設定する取 道府県の研修医受入実績から10%以上
扱いについて 削減しないという取扱いについて

賛成 改善すべき点はあるが賛成 反対 その他 継続すべき 廃止すべき その他 継続すべき 廃止すべき その他

北海道 ○ ○ ○
青森県 ○ ○ ○
岩手県 ○ ○ ○
宮城県 ○ ○ 0 .
秋田県 ○ ○ ○
山形県 ○ ○ ○
福島県 ○ ○ ○
茨城県 ○ ○ ○
栃木県 ○ ○ ○
群馬県 ○ ○ ○
埼玉県 ○ ○ ○
'千葉県 ○ ○ ○
東京都 ○ ○ ○
神奈川県 ○ ○ ○
新潟県 ○ ○ ○

富山県 .0 ○ ○
石川県 ○ ○ ○
福井県 ○ ○ ○
山梨県 ○ ○ ○
長野県 ○ ○ ○
岐阜県 ○ Q ○
静岡県 ○ ○ ○
愛知県 ○ ○ ○
三重県 ○ ○ ○
敦賀県 ○ ○ (⊃
京都府 ○ ○ ○
大阪府 ○ ○ ○



都道府県_都道府県ごとに募集定員の上限を設定することについて 芸集定昌にBflする当面の取扱い

病院の募集定員は､前年度の内定者 _ 都道府県の募集定員の上限の値は､各都
(マッチ者)の実績を勘案して設定する取 道府県の研修医受入実績から10%以上
扱いについて 削減しないという取扱いについて

賛成 改善すべき点はあるが賛成 反対 その他 継嘩すべき 廃止すべき その他 継続すべき 廃止すべき その他

兵庫県 ○ ○ ○

奈良県 ○ ○ ○

和歌山県 ○ ○ ○

鳥取県 ○ ○ ○

島根県 ○ ○ ○
岡山県 _ ○ ○ ○

広島県 ○ ○ ○
山口県 ○ ○ ○

徳島県 ○ ○ ○
香川県 ○ ○ ○

愛媛県 ■○ ○ ○

高知県 ○ ○ ○

福岡県 ○ ○ ○

佐賀県 ○ ○ ○

長崎県 一〇 ○ (⊃
熊本県 ○ ○ ○
大分県 O ○ ○

宮崎県 ○ ○ o
鹿児島県 ○ ○ ○

沖縄県 ○ ○ ○



募集定員の設定方法に関する都道府県の意見

都道府県ごとに募集定員の上限を設定することに?いて 募集定員に関する当面の取扱い
病院の募集定員は､前年度の内定者 都道府県の募集定員の上限の値は､各
(マッチ者)の実績を勘案して設定する取 都道府県の研修医受入実績から10%以
扱いについて 上削減しないという取扱いについて ′

その他を選んだ都道府県における ･人口10万人当たりの医師数など､各都道府県の嘩況を反映する算定方法としていただきたい･医学部定員の地域枠増加分を募集定員数に加算でき ･募集定員の上限設定自体に反対 ･激変緩和措置はある程度やむを得ない

･都道府県圏域を超えた医師派遣実績を ･急激な募集定員の減は病院の運営に支障がある･募集定員の上限設定自体に反対･都道府県圏域を超えた医師派遣実績を

るようにしていただきたい 考慮していただきたい

･都市部の都道府県のみ上限を設定し､医師不足の県 ･都道府県において地域の政策的必要性

には上限を設定しないでいただきたい･都道府県において地域の政策的必要性を勘案して調整できるようにしていただきたい を勘案して調整できるようにしていただき

たい 考慮していただきたい

･都道府県別の募集定員の設定は､地域医療や医学教育への混乱をもたらす ･10%が適当であるかは疑問がある･都'首府県別の募集定員の設定は 地域



 

 
 

平成２４年度以降の臨床研修における対応について（案） 
 
 

１ 募集定員に係る当面の取扱い（激変緩和措置）への対応について 

 

（１）病院の募集定員について 

   ○ 激変緩和措置については、２６年度の臨床研修まで継続することとし、 

次回の制度の見直しに併せて廃止する。 

＊次回の制度の見直しは、平成２７年度の臨床研修に適用することを想定。 

（参考：激変緩和措置） 

臨床研修病院の募集定員は２２年度研修の内定者（マッチ者）の実績を勘案して 

設定する。（２３年３月末までの取扱い） 

 

（２）都道府県別の募集定員の上限について 

   ○ 「（１）病院の募集定員」と同様の取扱いとする。 

（参考：激変緩和措置） 

都道府県の募集定員の上限の値は、各都道府県の研修医受入実績から 10％以上 

削減しない。（２３年３月末までの取扱い） 

 

 

２ 激変緩和措置の廃止に向けた対応について 

 

  ○ 募集定員に係る激変緩和措置を地域医療に混乱をもたらすことなく円滑に 

廃止できるよう、次回の制度の見直しに向けて、地域における臨床研修病院 

群の形成を促進するとともに、研修の実施状況、地域医療の状況等を踏まえ 

た募集定員の設定方法について検討を行う。 

 

 

（参考）平成２２年２月医道審議会医師分科会医師研修部会意見取りまとめ（抜粋） 

  平成２３年度の臨床研修への対応について 

   １ 当面の取扱い（激変緩和措置）への対応について 

    （３）病院の募集定員について 

      ○ ２３年度の研修については激変緩和措置を継続し、その後の取扱いは、 

       研修の実施状況、地域医療への影響等を評価して定める。 

      ○ ただし、激変緩和措置については、次回の制度の見直しまでに廃止する。 

    （４）都道府県別の募集定員の上限について 

      ○ 「（３）病院の募集定員について」と同様の取扱いとする。 

資料６ 



(前回提出資料を一部修正)
参考資料1

募 集 蕊 邑 義 男 議 を鮎 艶 最 長 遠 ,い て

1.

(欝算に当たっ′ての考え方)
I
('1)激変緩和措置を適用する場合 【試算 1､-.a】

○研修医受入実績､入口､医学部定員＼面積等について直近の数値
を反映｡
【出典データ】
*人目･････平成21年度人口推計(総務省
*医学部定員 ･･平成23年度医学部入学定員の

品-郵
相 画･(文部科学省高等教育局)

*面相当たりの医師数
･医師数 - - 平成20年医師.･歯科医師 ･薬剤師調査

(厚生労働省大臣官房統計情報部)
･面積 ･丁- 全国市町村要覧 平成22廟扱 く総務省自治行政局)

○都道府県別の募集定員の上限に関するー激変緩和措置を適用｡

(2)激変緩和措置Jを適用しない場合 【試算2-a】

C)都道府県の募集定員上限に関する激変緩和措置を適用しない｡
○その他は 【試算 1-a】と同じ前提で試算O

(試算に当たっての考え方)

(1)激変緩和措置を適用する場合 【試算 1-b】

○都道府県の募集定員上限､病院の募集定員/の算定に激変緩和措置
を適用｡ .
○平成22年度のマッチングの結果を平成23年度の採用襲練とみなす
.とともに､防衛医科大学校､自治医科大学の学生の研修予定病院
を勘案｡
○医師派遣等の加算については､平成23年度における臨床研修の募
･集定員の策定時と同じ値を加算｡
○各都道府県における募集定員は､平成23年度の臨床研修において

たし望#め院柄各 募集定員を勘案｡

※最終的な募集定員は試算した値に産科 ･小児科プログラム分の定
員を加えたものとなる｡

(2)激変緩和措置を適用しない場合 【試算2-b】

○都道府県の募集定員上限､病院の募集定員の算定に激変緩和措置
を適用しない
○その他Gま 読[HはHJ

｢ー
hL
b…1

0算 と同じ前提で試算｡

一卜



都道府県別の募集定員上限の試算(a)

都道府県 - H23+ H23 H24 定員上限 ノH24 定員上限

募集定員① 募集定最､募集定員 甲準準 ._@-i ･募集定員 の増減の上阪② の上阪.(試算卜a)■③ の上級(言式算2-a)ー④ ､-㊨-② 針 ④

北海道. 434 402 393 △9 393 △9 0

青森県 133 ー29 1~~25 △pJ4 ー25 △4 10

岩手県 ･.120 129 125 △4 ･ー25 △4 -0
宮城県. pl畠4 142 140 △2 140.. A2 0
秋田県 126 125 1-2_5 0 125 0 0~
山形県 ー24 130 12′6 ム4 1~26 △4 d~
福̀島県 150 148 ー45 △3 145 △.3 ー0
茨城′県 188 .ー77 174 △3 174 △j b
.栃木県 184 195 190 △5 19O A 5 万~
群馬県 125. 120 118 △■2 118p A2 0

･千葉県 390 ･366､ 361 △5 3.61 t△5＼ 0
y東京都 . 1,572 1.皇5皇 ∫1,237 △ 15 i,23ナ .△ 15 ~~~d~~~
神奈川県 689- 534 p526 A-8 526 A8 0l
新潟県 185 1+79 174 ム5 174 △5 d~~
菖山県 104 104 102 △､2 102 △2 d~~~~
石川県 p167 195 190 △5 190 A5 0

山梨県 89 1､18′. 日5 △3 .115_ _△3 b~
長野県 1,59 143. ･140 △3 140 △3 0~~
岐阜県 145 139- 136 △3 13.6 _A3 ~~~~0-

愛知県 584 ∴445 444 △ 1 43-9 △6 ム~~~~~~5
三重県. 1-31 :126 124 ム2 124 -A.2 万
滋賀県. 107 98 97 .△ 1 97 △ 1 .6
京都府 293 237 222 △ 15 178 △59 4L4才

大阪府 687 527 521 △6 518 △9 △j
兵庫県 389 337 ･332 ･ム5 332 △5p .~~01

奈良県 lop 97.° 94. A-3 L9■4 冬3 √d二

和敵山県 101 ･95 92 ,A3 92 冬3J O
鳥 取県 73 97 98 1 ､98 1 8-
島根県 99/ 129 127 ′△2 1.27 △2 ~0-~~~
画山県 21.2 19.6 1914 △2 J194 △2p d~~
広島県 189 17.7 174 A-3 174- 冬3. ld~~~
山自県 119 110 109 △ 1 10°9 ム ー■ 0~~~
徳島県 /ち.96 1.07 106 △ 1 -106:- △ 1 ~~~由一~
香川県 ･105 100 97 △′一台 97､ △~~3 ~1~O-~~
■愛媛県 115 1.一会 109 ■_△＼3 109 △3 ~_0~
.高知県 +96 107 1_07 0 107-L .0 0-~~
福岡県 -516 3914 368 △26 -368 △26 ~~~d~~
鐘資県ノ 85 93 90 A_台 90 △p3 ~d~~
長崎県 155 159 155 p△.:4 155 △4~ .0
熊本県 123 ー11 109 △2 .109 .-A2 ~d~~
二____大分県∴ 109 107 104 △3 104 △3 _0

鹿塊島県 1167 1+69 165 ム4 16-5l～ A4 ,0
､_沖縄県 165 143 138 △与 -1.38 '△-ら l o-
艶 10,900 9,867 ∫.9.,671 △ 196､ 9.619I △2481 △+52

-2-

.享

芦

E

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

三



研修医の募集定員に関する都道府県別の上限についての試算(内訳)

都噂府県 23年度募集∴定員a) 22年度∫採用乗積② 人口人口③ 分布 医師養成数 地理的条件 都立府県書 き 芸 ぎ 寺 ≡ - 二号- 宅 享章 ≡蓋..で紛 数 棚 (*2) (*3' #(.4' の差 *̀ 5' 欝の項) .⑤ ,,⑥ ､⑦ ⑧ ⑨ ⑬ J⑬ .⑬=⑦.⑨+⑪⑩=⑫-①⑯=⑫-② ⑱=⑯/② ⑯

北海道 人 人 千 人 人 人 人 人 人 人 人1 人 人 .A- 人 人 人434 260 5,507 324 344 287 ,324 ー4.9 -6512,948 4 39台▲41 ■133 393

､~→LL L ++-★

岩手 県 120 69 -1,340 79 12L5 104 ′3 104-J17.0 21 125 5 ､56 J125

毒藍◆1~ 和

秋 田 県 .1 -126 60 1.096 65 125 :104 104 ､p19..8 L21 1■25 本1 65 125

:jI .､_沖､一章

高 島 県 J 15() 72 2.040 '120 110 . 92 120■28.3 p25 14.5 ▲5 73J 145p
1.tJ敵議j巧乳濁 " 小 野,
栃 木 県 184 10T 2,006 118 228 190.190 66.3. 190 6 83 ､ 190
<NヽL,E.ハ●Y1t.㌔.漢_顎_申､､:_"<L.革. ＼

埼 玉 県 425 204 7ト130 ,420 2.05.171 420273⊥7 420 ▲5 ■216 420
L.㌔義,凍､ ､＼鹿 等' ∴ナ
東 京 都 1.572 1.305･12,868 757 1,4681,2231,223一,740.6 28,207 14 1,237▲335▲68 5.2% 1,237
議~~~ -､~守 山L誤 i V ･hL喜≦瑚 義輝 離_苦 さ終 .
新 潟 県 185 86 J2,ー378 140 125 ー04 140 35..6 L14 66.389 20. 174▲ 11 .88. 174
㌢ - 鷲 `ヾ史 .､ゝ隻

右 川 県 十67 99 1.165 ･69 L227 .189 j1.89 72.3 .144 1 -190 23 91 190
㌔.妻､＼漢.+.! ～ll

-.1~～rAI.‥.岐 阜 県 - - 咽 隻,汚.hず..,_ヤ､.〉 _拳萱~~~簿 .＼1 ､歳145 107 2,092 ー23 107 89 123.36.4 ー3. 1136 ▲ー9 29 136

､ご:i_. i重責議 ､ヾ､ ･._.■瀬 挙 ガ ､L､禰 義-._襲 撃_､_ 欝､,.要撃..簿喜瀞 ､麗津墓穴努ま 挙欝璃鱒.:粥.-5埜 ､pー493.逗1至 437 望2 35星 437.279.2. 4.,45望 2.' 439▲.145▲5411.0% 44空
転義義弘脳通還…弐 妃 湘 拍 ､こ～室､昏L,L､■ .斡 ＼職 ～ A.､華轍 ぺ_長､'狩_i＼ ,I,熟

滋架県 107 67渡 歩5781一,405_剛. 83 117 97L 97 72.21 97▲.10ー P3.0 97
富 1jE弾 ､_襲.＼耶…卿がゝ■萱簿~醸醇.t k..捕. -一軒 ,ー紳叫.脚琶き嚢.Lき樹 1.鮮

杢墜壁嚢毒′墜∫鳥取県 .tIもヽ十十十 687 8.801 -518 527 439.5181.193.4 518▲■169▲ 60 10.4% 由 1

BE裏塗こ.寄.蛋 i.I.藁_､藍..= 叫せ､一 書纂 V..韓 ~~~.鱗粉 車 叫JLL､

103 78.23ll,399 82 113 -94 94 81.8 94 ▲ 9 16 94

喜､_.即恕 ･＼魯蔭妄iLl i 議.鞠.■蓉"､ ■L義へ､ 与 釦-V芯＼ 敷 L"吋韓 薄 等鴎 _.

73 591_轍掻･1,942 35 -107 89J .89ー48.8 9 98 25 75 98岡山県 ー14 23.0 192 192 74-.8 3;434 2 1ノ94.▲ 18 56. 194

..W■~̀､宮 ..JIB_L蒜L岩県 - - 潮 韓 iLPIP臣鷲.韓...潟醇 ､ LP■_賛顛 L重 点. ､ーST葦蔓鴎 三

119._:&7Z.翠■至0十十L!.1;455 86 11朴 97. 97 59.4 105.021 2 109 ▲ 1 32 +109

1人..一ヽ)も＼ ､Lf軸表～p§室L､盲L 1...1虹戦 _̀- ._簿J､藤樹 }1_､ 轟鮮 敵機 憩 L~

劃 !墜∵柵､､..も. 105.,盟こ,n轟旦6藍.､こ､.､､､撃--○套･85 999Lヽ､EL･一冊-_7至6 59 112. 93 9313臥0. 8,050 4 J97 ▲ 8 37 97

.沖田淋穣韓騨 鼓襲撃 p..､穫室p萱妻 .I-琵琶､栄韓 岳;蔓 こ.蔓 .≠†甲葦.1…_1.=葉,萱~毒讃 襲 L

藁知県 4ヨ 4至 .115 塁至 9至 .30.7 !9 蔓0､7 1 1O.Z 1! §6 -.197

青郷 i1 ､惑一 _轟源喜 套単 著撃撃輪 撃妻ヾ叫ヾ.､.隷

佐賀県. 49辛95122 85乏 50_.106 88 }88 88.3- 2,266 -2 90 5 41 90

A潰:tをLLiLJn.;A-123 I,磯 野 ･卓 L..欝 鹸 障 .妻_薫き､.g1毒づ_落球 敵 襲

熊杢痕宮崎県､ 1,_撃34･%皇…!3妻.S:如1.382 107 115 96 1107 63.5 4;228 .2 109.A 14 18 109

I.小､-接 _,,.磨 .～≡恥矧 .暑〈措嚢虫きく軒着 一撃 ､葺き 賢孝.蔓

7撃トこ165 67∴11O 92 9ノ2 33.6 1O1,255L 1 103 25 68 103

i_叫._,,桝.Lb;-¥ ー≠_賢司､､. 一､聾-､_.､心.喜藤‥ ､､_一ふy一. V..護 .蘇 - V__環代､L}

沖縄県 81 日2 93~ 93136-.9'. 132,416 45 138 ▲ 27 16 138

注)端数処理の関係から､都道府県別の櫨と合計の櫨が一致しない場合がある｡

*1⑤の医学部定員の中には防衛医科大学校の医学科の募集人員(85人)も含まれている｡

*2′ 100平方km当たりの医師数⑧が全国の中央値(63.5人)よりも少ない蟻針 ま⑦の値に10%､30人未満の場合は20%加算(端数切り上げ)
*3 離島人口とは､離島振興法.小笠原拝島振興開発特別措置法･奄美群島振興開発特別 措置法･沖縄振興特別措置法で指定された離島の人口

*4 ⑦×離島人口×5(調整係数)/都道府県全体の人口(端数切り上げ)

*5 ⑯の健の減少数が前年度採用実績の10%を超える場合は､経過措置として､当鞍都道府県内の繭年度研修医の採用実績②の90%(端数切り上げ)
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臨床研修病院の募集定員の試算(b)

(単位:人)

都道府県 22年度 .採用実績① 24年度募集定員`23年度募集牢員`､② うち産科t小児科研修プログ'ラム分を除く 激変緩和措置あり 激変細 措置なし 前年度との差 試警 ~b

票 要望 試算- 雲量雲量 試算2-b 驚 b上限 ※. 上娘 ※

③ ､ 試算卜a 直上 試算2-a. ⑤ ④-.③ .㊨-③ ⑤-㊨

.1 北海道. 260 434 41.8 393- 407. 393 407 △11 AL11 0
2 青森 65 133 129 125 1.26 125 126. △ 3 ､△.3 0
3 岩手 69 120 116 1251 11■6 125､ 116 0 0 0
4 宮城 113 154 1-50 140 145 140 145 A.5 △ 5 0
5 秋田 60 126 122 .125 , 122 125 122 0 0 0
■6 山形 .77 124 120 126 120 126 12O JO O O
7 福島 72 1■50 146 145 146 145 146 0 '0. 0
:8 茨城 98 188 184 174 180 174 180 △4 △4 0
9 栃木 107 184 ■176 ･190 176 190 176 0 0 0
10 鹿馬 72 125. 121 118 120 118 120 △ 1 △ 1 0
ll 埼玉 204 425 405 ･420 405 420 405 0 0 0
12.∫ 千葉 269 390 370 361 365 361 365 △ 5 △ 5 .0
1■3 東京 1,305 1.,572 1,484 1,237 1,438■ 1,237 1,281 ム 46∴△203 A 157
ー4 神奈川 562･ 689 661 526 623 526 564 .△38 △J97' A59
ー5 新潟 8ー6 185 181 174 17.8 174 178 .△ 3 △ 3 0
16 富山 56 104 +100 102 100 102 100 0 0 0
･17 石川 99 ･■167 159 ー90 ､159 ー90 159 0 0 0
18 福~井 69 100 96 106 96 106 .､96 0 0 0
19 山梨 44 89 85 115 85 115 85 0 d o
gop 長野l 116 159 155 140 153 140 153 △2 △ 2 0
二~~皇1. 岐阜 1017 145 141 136 140 136 140 △ 1 △ 1 0
22 静岡 160 240 232 224 227 224 227 △ 5 △ 5 0
23■ 愛知 493 584 560 444 .528 439 473 △32､.ム 87 △､55
24 三重 82 ､131 127 124 126 124 126 △ 1 ,△ 1. Q
25 滋賀 67 107 103 97 101 97 101l △ 2 △2 0
26 京都 . 246 293 281 222 268 178 191 ム ー3 △ 90′△77
27 大阪 578 ･.687 663 ･521 640 518 549 A23 A 114 -A91
義 兵庫 305 389 381 332 366 332 361 △ 15 △20p △5
皇9 奈良 78 103 99 94 97 94 97J △ 2 △ 2 0
3d 和歌山 68 101 97 92 97 92 97 0 0 0
31 鳥取 23 p73 69 98 69 .98 69 0 0 0
･~32 島根 29 99 95 127 9-.5 1-27 ,95. 0 0 .0
3d 岡叫 138 212 2bo 194 201 194 201 1 1 0
34 広島 140 189 ー85 ー74 ー83 ー74 1.83 △2 △ 2 0
義 山口 77 119 115 109 113 109 113 △2 △ 2 0
36 徳島■ ■51 96 ー92 1'06 92 106 J92 0 0 0

37 香川 60 105 101 97 99 97 99 △2 △ 2 0
38 愛媛 52 115 ll.1 L,199 111L 109 111_ O pO O
39 高知 41 96 92 107 .92p 107 92 0 O' ＼0
40 福岡 401 516 500 368 ∴454 368 389 △46 △ 111 △65
41 鹿海= 49 85 8.1 90 .81 90 81 0 0 0
ぬ. 長崎 79 155 147 155 147 155 .147 0 0 0
43 鹿本 91 '123 119 109 +116 109 114 △ 3 △ 5 △ 2
ii~ー~~ 大分 57 10.9 105 104 105 104 105 0 0 0
45 宮崎 3L5 78 74 p103 74p ー03 74 LO ■0■一 O-
壷 鹿児島 74 167 16-3 165 163 ,165 163 0 0 0
47 沖縄 122 165 157 138 152 138 147 △ 5 △ 10 △5

合 計1 7.506110,9100 10.468 9月71110.1971 9.619t 9.681l△271I△ 787I△516

; I6都府県1 3 4.341 -4,149 a,318暮'3,951I 3,266I 如47I
(人)Ii~~~~~~~の,d 3,923 6,559 6,319 6,353I,6._246) 6,353I 8,234I.

警16義府県l 47.8% 39..8%暮 39,6% 34.3%I.38.7Lo/1 34.'0%I 35.6%I

(;)I妄五 両 52.2% 60.2%I L60.4%ト.65.7%ト 61.3兎l 6J6.0%I 64両

(参考)
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（前回提出資料）

参考資料２

（単位：人）

東京都 963 459 155 1 0 3 2 620 343
神奈川県 319 37 245 1 0 1 0 284 35
愛知県 177 0 1 159 0 0 0 160 17
京都府 259 3 1 0 196 22 0 222 37
大阪府 677 3 0 2 21 582 0 608 69
福岡県 416 3 2 1 0 2 319 327 89

６都府県計 2,811 505 404 164 217 610 321 2,221 590
その他の道県 3,467 58 12 16 19 76 31 212 3,255

合計 6,278 563 416 180 236 686 352 2,433 3,845

（参考）
　　＊一定の要件（募集定員の加算対象となる医師派遣等）
　　　　①医師免許取得後７年以上１５年以下の臨床経験を有する。
　　　　②受入病院で常勤として勤務
　　　　③受入病院での勤務期間が継続して１年以上３年以下
　　　　④同一の開設者の病院間での医師派遣等や受入病院との相互交流で行われる医師派遣等ではない。　　等

　　＊募集定員における医師派遣等の加算

※２　本表は、大学病院が行っている医師派遣等のうち、一定の要件を満たし、かつ届出のあった医師派遣等を
        まとめたものであり、大学病院による医師派遣等の全てをまとめたものではない。

　　　　医師派遣等が行われている常勤の医師数が２０人以上の場合を１とし、５人増える毎に１を加え、６５人以上の場合を
　　　　１０として研修病院の募集定員に加算する。

その他の道県

大学病院からの医師派遣等について

派遣人
数合計

派遣先の病院の所在都道府県

東京都 神奈川県 愛知県 京都府 大阪府 福岡県 ６都府県計

※１　平成２３年度の臨床研修に関して各病院の募集定員の算定に用いた「医師派遣加算の算出基礎資料」を
　　　 まとめたもの



 

 

 

参考資料３ 

 
平 成 ２ ３ 年 度 予 算 案 の 概 要（抜粋） 

 

（厚生労働省医政局） 
 

 

平 成２３ 年度予 算 案      １，６９６億  ５百万円 

  うち、要求枠        １，６０８億３千２百万円 

     元気な日本復活特別枠    ８７億７千３百万円 
 

平成２２年度当初予算額          １，９４３億３千６百万円 

差 引 増 ▲ 減 額           ▲２４７億３千１百万円 

対 前 年 度 比                    ８７．３％ 

（注）上記計数には、厚生労働科学研究費補助金等は含まない。 

 
主 要 施 策  

１．地域医療確保対策の推進 

４３，４９５百万円（５２，３６６百万円） 

 

医師の地域偏在の是正など地域医療を担う人材の確保を図るとともに、質の高

い医療サービスを実現し、国民が安心・信頼できる医療提供体制を確保する 

 

（２）臨床研修の充実          １，０９６百万円 
 

① 医師不足地域における臨床研修の充実（新規・特別枠） 
１，００３百万円 

 
医師不足地域の臨床研修指導医や研修医を確保するため、大学病院や都市

部の中核病院と医師不足地域の中小病院・診療所が連携した臨床研修の実施に

ついて財政支援を行う。 

 

② 臨床研修の質の向上及び研修医の確保等に向けた臨床研修病院群の
形成促進（新規）                                      

                   ９３百万円 
 

地域の特色ある研修プログラムの作成や研修医の適正配置に関する協議など

臨床研修の質の向上や地域医療を担う人材の確保に向けた取組（臨床研修病院

群の形成）を促進する。 
 



 

 

医道審議会医師分科会医師臨床研修部会委員名簿 

  

 

 氏 名 所属・役職 

○ 相川
あいかわ

 直樹
な お き

 慶応義塾大学名誉教授 

 小
お

川
がわ

  彰
あきら

 岩手医科大学学長 

 小
お

川
がわ

 秀
ひで

興
おき

 学校法人順天堂理事長 

 桐
きり

野
の

 高
たか

明
あき

 独立行政法人国立国際医療研究センター理事長 

 河
こう

野
の

 陽
よう

一
いち

 千葉大学医学部附属病院長 

 冨永
とみなが

 芳
よし

德
のり

 公立甲賀病院長 

 中
なか

島
しま

 豊
とよ

爾
じ

 岡山県精神科医療センター理事長 

 西
にし

澤
ざわ

 寛
ひろ

俊
とし

 特別医療法人恵和会西岡病院理事長 

 三
み

上
か み

 裕
ひ ろ

司
し

 日本医師会常任理事 

 山
やま

口
ぐち

  徹
てつ

 国家公務員共済組合連合会虎の門病院長 

 山
やま

下
した

 英
ひで

俊
とし

 山形大学医学部長 

 吉
よし

岡
おか

  章
あきら

 奈良県立医科大学学長 

○印は部会長                   （五十音順） 
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